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♪ 「お祭り」に参加しました 

 ７・８月の暑さが厳しい季節と比べると、少しずつ秋めいた気候に変わりつつあります。学校では、ようや

く子どもたちが外で活動できる日も増えてきて、さまざまな面で「実りの秋」を感じています。 

 そんな中、先週の週末は学区周辺のあちこちから「太鼓」や「笛」の音が聞こえ、地域全体が「お祭り」ム

ード一色となっていました。私も９月２７日（土）に蟹江神明社で執り行われた「例大祭」に参加をして、蟹

江町の「伝統」に触れる機会をいただくことができました。 

 当日の朝、神明社に向かう道中で、「獅子舞」の列を作る子どもたちに会うと、「校長先生―！」と手を振っ

て、明るく元気に声をかけてくれました。その様子を温かく見守る地域の皆さんの様子からも、地域みんなで

この「お祭り」を大切にして、今日までバトンをつないできていることが伝わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「例大祭」の中では、私も蟹江小を代表して、学校や地域の無事を願いながら玉串を奉納させていただきま

した。このお祭りに向けて、地域で集まって太鼓などの練習を日々がんばってきた子も多くいたようですが、

子どもたちや地域を支える多くの方が、蟹江の街を大切にし続け、この「お祭り」が今後も末永く引き継がれ

ていくことを心から願います。 

 

♪ 盛り上がってきました！ 

 今週月曜には「リモート集会」を実施しました。集会の最初は「伝達表彰」として、空手や将棋の大会で優

秀な成績を収めた子たちを披露しました。 

 その後は、運動会の各チームの応援の中心となる６年生

の子たちが、全校の仲間に向けて「みんなで運動会を盛り

上げましょう！」と元気いっぱいに呼びかけをしました。

以前の「学校だより」でお伝えをしたように、先生方の準

備、子どもたちの気持ち、そして猛暑の落ち着きとともに

実際の練習や活動も日に日に盛り上がってきています。真

夏の時に外に出て遊んだり活動したりする機会が減って

いた子どもたちが、久しぶりに目いっぱい身体を動かし

様々な活動をすることで、ケガや体調不良が増えることが

ちがいは宝物 ～響かせよう！蟹江のハーモニー～ 



あるかもしれません。ぜひ、ご家庭でもお子様の様子に気を配っていただき、無理なく準備に取り組むことが

できるよう、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

♪ お知らせ 

 ・ 本校ではこれまで、熱中症対策が必要な時期に「ランドセル以外のかばんでの登校も可」と連絡をして

きましたが、今後は年間を通じて「ランドセルまたはリュック型かばんの登校が可能」と変更をさせてい

ただきます。なお、１０月３０日（木）に本校で令和８年度入学予定児童の保護者を対象に開催をする「入

学説明会」でも同様の説明をしますので、ご承知おきください。 


